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これまでのITSとの関わりこれまでのITSとの関わり

• 日本の先進プロジェクト (1973-1998)
– CACS, ITSJ, DRMA, NAVI, BLS, RACS, , , , , , ,

AMTICS, ETC 
• VICSセンター(1995-1998) 開発部長( ) 長

• 米国 ITS (1998-2003/3)
– ITSアメリカのInternational FellowITSアメリカのInternational Fellow

• アジアの ITS (1997-2000)
“Introducing ITS in Asia” by ITSA– Introducing ITS in Asia  by ITSA

• 草の根ITS (2003/4- )
高知工科大学– 高知工科大学



草の根ITS草の根ITS

密着• 地域密着の地域ITS
–地域(高知)のもつ固有の道路交通問題を地域(高知)のもつ固有の道路交通問題を

ITSの導入により向上改善を図り、地域住民

の要望に答え もって地域の活性化に寄与すの要望に答え、もって地域の活性化に寄与す
るものである

• 地域(高知）の身の丈に合ったITS
次善の策 即ち Second Best のITS–次善の策、即ち Second Best のITS



高知の道路交通問題高知の道路交通問題

高 疎1. 高齢化社会と過疎化による問題

– 中山間の交通問題

– 高齢者事故

2 インフラ不足に基づく問題2. インフラ不足に基づく問題

– 1.5車線的道路

者減 る 共交通 廃便 減便– 利用者減による、公共交通の廃便、減便

3. 一時的事象に基づく問題

– 台風、地震、キャンプ、よさこい、お遍路さん等



大学の役割大学の役割



実用化
システム



ゆずりあいロード支援システム援
対象区間対象区間

数百ｍ～数ｋｍ数百ｍ～数ｋｍ

センサーセンサー
簡易・省電力簡易・省電力

情報提供情報提供 データ転送データ転送情報提供情報提供
動的ピクトグラム

デ タ転送デ タ転送
制御機能付き制御機能付き

無線通信無線通信H21-23 新道路技術会議受託により開発



Chi‐BusChi Bus
高知発、地域バス情報システム

検討の背景検討の背景

・高知の委員会での発言高知の委員会での発言

「せめてバスが行ったかどうか解らないの！」

・バス停でポツンと待っているお遍路さん

「もう行 ま た どうする「もう行ってしまったのにどうするの！」



そこで 通過情報の提供実験そこで、通過情報の提供実験

周りに、こんなもの役立つ訳が
無 と言う人が多か たが無いと言う人が多かったが！

アンケートしてみたら！

8割程度 ： 役に立つ
•

8割程度 ： 役に立つ
7割程度 ： 情報を参考にした
8割以上 ： 継続して欲しい8割以上 ： 継続して欲しい



Chi‐Bus(バス接近表示)Chi Bus( ス接近表示)

低価格、運用費は殆どゼロ！
端末処理型

方式Building Block方式
公開性



開発中のシステム開発中のシステム

• K-Cle
交 支援 性• 公共交通支援活性化システム

– 公共交通可視化ツール公共交通可視化ツ ル

– オフラインロケ

• My バス停My バス停



K-Cle
- 高知式コミュニテイサイクルシステム -

端• 端末交通（Last one Mile transit)として、電動アシ
スト自転車を使用した実証実験システム

• 昨年１月から大学、土佐山田駅、香美市役所に設
置し実験中置し実験中

• 特徴

自転車 バ 非接触充電実施– 自転車のバッテリーは非接触充電実施

– 携帯電話から充電状況を見ながら予約可能携帯電話 ら充電状況を見な ら予約可能



K Cle 今後K‐Cle 今後

更なる展開• 更なる展開

– 地元香美市役所は業務用に更に追加予定

– 観光目的に採用したい

• 充電方法の改善• 充電方法の改善

– パソコン充電ケーブル的なハンデイタイプ

施錠とリ ク– 施錠とリンク

• 自転車の開発

– 非接触充電可能な電動アシスト自転車



高知県及び高知市の検討委員会高知県及び高知市の検討委員会

高知県公共交通経営対策検討委員会• 高知県公共交通経営対策検討委員会
• 2012年2月9日 知事に答申

高知県公共交通維持活性化対策フォロ ア プ委員会– 高知県公共交通維持活性化対策フォローアップ委員会

• 2012年3月29日 第一回開催

• 公共交通維持活性化プランカルテによる検証を実施中• 公共交通維持活性化プランカルテによる検証を実施中

• 高知市交通問題審議会
2012年３月６日 市長に答申• 2012年３月６日 市長に答申

– 高知市地域公共交通会議

• 2012年６月２７日 第一回開催• 2012年６月２７日 第 回開催

• デマンド型乗り合いタクシー実証実験が大きなテーマ



高知の公共交通の実態（現状・課題）高知の公共交通の実態（現状・課題）

需要(利用者）の減少等による公共交通の衰退• 需要(利用者）の減少等による公共交通の衰退

– 自動車指向、人口及び経済状況の変化、運行の非効
率化率化

• 厳しさを増す公共交通の経営

– 需要の減少・分散による収入源、運行の非効率化、補
助金の負担増と対応の限界

• 高齢者等の移動制約者の増大

高知県公共交通経営対策委員会（H24 2/9) 答申書より



対策の方向性対策の方向性

利用者視点を持 た効率的経営• 利用者視点を持った効率的経営

• 意識改革

• 利便性の向上

• サービスの向上

• 高齢者や障害者への配慮

• 新たな利用者の掘り起こし新たな利用者の掘り起 し

• モード間、事業者間の協力による一体的な取り組み

高知県公共交通経営対策委員会（H24 2/9) 答申書より



現在取り組み中の施策現在取り組み中の施策

系統の見直し• 系統の見直し

– 可視化ツールによる実態把握と対策検討視 実 把 策検討

• ダイヤの見直し

オフラインロケによる検討– オフラインロケによる検討

• バス停の見直し

– 路線図の見直しと見やすい時刻表の検討

–Myバス停



可視化ツール可視化ツール

共交通 利用実態を集計 把握するため• 公共交通の利用実態を集計・把握するため
の支援ツール

• ニーズに応じ定期的に見直すことが重要

→ 可視化ツールを開発
カ ド「ですか デ タを活用– ICカード「ですか」データを活用

– その他様々なデータと結合

– 数値と地図上表示をパソコンで出力・表現可能



入力データ

・利用実績データ
（ICカードですか）

・路線・系統・ダイヤ・

可視化ツ ル

・路線・系統・ダイヤ・
バス停位置等のデータ
（アクセスこうち）

気象統計デ タ可視化ツール
の構成

・気象統計データ
（気象庁HP）

・人口データ
（(財)統計情報研究開発センタ ）（(財)統計情報研究開発センター）

・パーソントリップ調査
（高知県）

作成プログラム（可視化ツール）作成プログラム（可視化ツ ル）

地 デ タ（ ）地図データ（Power Atlas）



バス停別 1日あたり利用者数
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乗車中人数（全系統1日あたり）



乗車中人数（全系統1日あたり）



ゾーン表示例 小ゾーン 高知市
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OD表示例OD表示例

任意のゾーンを出発した利用者の到着ゾーン表示 任意のゾーンに到着した利用者の出発ゾーン表示

例１）堺町、南はりまや町1〜3丁目、帯屋町2〜3丁 例２）堺町、南はりまや町1〜3丁目、帯屋町2〜3丁例１）堺町、南はりまや町1 3丁目、帯屋町2 3丁
目、追手筋1〜2丁目、他から出発した利用者の到着
地表示

例２）堺町、南はりまや町1 3丁目、帯屋町2 3丁
目、追手筋1〜2丁目、他に到着した利用者の出発
地表示



人口分布500mメッシュ（昼間人口）



国道３２号線くだり方面便別利用者集計→便の名称便の名称

通通
過
す
る
バ
ス
停

5人以上

の
名
称

2以上5未満

1以上2未満

↓

0超1未満

0    



オフラインロケオフラインロケ

• 開発動機開発動機

– 利用者の不満が多い

バスロケは高い かつ費用対効果が不透明– バスロケは高い、かつ費用対効果が不透明

– そもそも時刻表通りに運行すれば良い。時刻表
が適正か もし問題あればその原因を探り 場が適正か、もし問題あればその原因を探り、場
合により時刻表を変えれば良い。

開発方針• 開発方針

– バス以外にも使用可能

– 安価、携帯型、工事不要

– 通信費等運用費は極力、ゼロ通信費 費 、



システム構成システム構成



データ収集系統（土佐電 宇津野線）



遅れ時間グラフ(TD033691宇津野 休日11時〜12時のデータ)
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遅れ時間グラフ(TD033611宇津野 平日11時〜12時のデータ)
遅れ時間(秒)

出発（雨）
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両ツールの今後（私案）両ツールの今後（私案）

• 高知県の公共交通の共通化ツールへ

バ 定期的な評価–バスの定期的な評価ツール

電車他への展開–電車他への展開

• 地元企業による商品化

–外部専門家による監修

–全国展開
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My バス停My バス停

高知工科大学が設計
高知工業高校の学生が実習製造
高知県が費用補助高知県が費用補助
全県に展開へ



草の根ITSのTIPS草の根ITSのTIPS

• Seeds-orientedでなく、Needs-Driven
– “こんな技術があるが何か使えない”は駄目– こんな技術があるが何か使えない は駄目

• 極力、Running cost Free
R i tはB d bl 後で効いてくる– Running costはBody blow、後で効いてくる

• Low-techありのHigh-テキ（適）な技術

– Matureな技術が現場には不可欠

• Late-comer Benefitsを生かすLate comer Benefitsを生かす

– 先行事例の経験を生かす、特に失敗事例



今後は！今後は！

• 車載中心とインフラ中心の二極化か？

高齢者 策が喫• 高齢者対策が喫緊の課題！

部地域は防災対策 の貢献も• 一部地域は防災対策への貢献も！

公共交通にどう関われるか！• 公共交通にどう関われるか！

• 海外 特にアジアへの展開は？• 海外、特にアジアへの展開は？

35



Th k f tt ti !Thank you for your attention !


